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　ちづくり協議会の活動にはい
つもご支援、ご協力を賜り、

誠にありがとうございます。
　さて、2020年の東京オリンピッ
クの話題も、いよいよ現実味を
帯びてまいりましたが、品川宿に
とって、この国際的なビッグイベ
ントは決して無縁なものではあり
ません。

　品川宿は、品川駅と羽田空港に
隣接し、まさに東京の玄関口に位
置しています。東京の玄関口とい
うことはすなはち、日本の玄関口
でもあるわけです。では、そのよ
うな重要な位置にあるまちとして、
品川宿は東京オリンピックとどう
向き合うべきでしょうか。
　そのような議論を進めている中

で協議会では、やはり私たちのま
ちの歴史を見直し、そこに育くま
れてきた文化をもう一度勉強し直
すべきではないか、という意見で
一致しました。
　そこで新年は、「品川宿場文化研
究会」（仮称）を発足させ、幾つかの
講座を展開する計画です。しかし
これも地域の皆様のご協力なくし
てはできません。専門の講師の方
もお招きしますが、やはり地元の
ことは先ずは地元の方に伺うべき
です。追って講座の予定などをお
知らせしますので、どうぞ皆様方
のご鞭撻を賜りますよう、よろし
くお願い致します。
　さてまた来年、平成30年はまち
づくり協議会の30周年に当たりま
す。昭和63年、私たちの先輩方が
土山宿の「第1回東海道シンポジウ

ム」に参加したのが、協議会発足の
きっかけになりました。当時、初
代会長の佐藤武夫さんは、土山宿
から帰るとすぐに行動を起こし「こ
れからの10年、20年先を考える若
手に参加してほしい」と地元に呼び
かけ、私たち当時20代、30代の
連中が集まりました。その会が30
周年を迎えるということは、（信じ
られませんが）私たち自身もそれだ
け年をとったということに他なり
ません。そこで会ではこの30周年
を機に、人事を一新しようと考え
ています。つまり今後の会の運営
を10年、20年先を考える若手に委
ねたいのです。この件に関しても
また地域の皆さんのアドバイスを
お願いしたいと思っています。
　本年も何卒宜しくお願い申し上
げます。

　4月〜11月まで延べ約15,000
名の来館者を数え、例大祭のある
6月、宿場まつりが開催される9
月は月あたり3,000を超える方々
が交流館を訪れました。昨今のま
ち歩き人気の中、品川宿に関する
ガイド資料が少なく、時おり物足
りないという声も聞こえる中、ま

ちの有志のサポートを受け品川宿
にまつわる資料設置を少しずつで
すが進めております。
　また地域活動の拠点として、月
一の映画会「品川宿名画座」、顔の
見えるご近所づきあいを目的とし
た「朝ごはん会」や、 “まちの大き
な家族”づくりを目指す「晩ごはん

会」、ふれあいの家・おばちゃん
ちと共催の「ご近所みちあそび」、
毎年白熱！感動の「小学校対抗東
海道駅伝」の中継地など、まちの
皆さんによって有効活用もされ、 
”交流”館としての役割を果たせた
一年だったと思います。

　“地元にはヘンテコリンな人が
たくさんいて、こんな色んなイベ
ントやってんだ！”とびっくらこ
いたのは、初めてまち協の運営会
議に参加した2年ほど前のこと。
近所にいながらも意外と入ってこ
ない地域情報。品川宿周辺に暮ら
す、働く、関わる人たちがもっと

まちに参加するきっかけをつくろ
うと昨年よりスタートしたのが

「まちの広報部」活動でした。
　Facebookページのリニューア
ルから始まり、地域の掲示板用
に「品川宿かわら版」を発行（不定
期）、2月には品川区プロモーショ
ン事業の認定を受けホームページ

「品川宿おぼえ帖」のリニューアル
と努めてきました。初動としての
受け皿は整ってきましたが、情報
収集、整理、発信といった運用が
追いついていません。是非とも皆
さんのお力を貸してくだっさい！
よろしくお願いいたします〜〜。

　2016年の運営委員会も、毎月20
名から30名の参加があり大盛況で
した。まち協主催の事業やプロジェ
クトの議題から始まり、それぞれ持
ち寄りの報告や提案、熱いプレゼン
テーションが行われます。会議終
了後には、希望者で第２ラウンドの
懇親会へ、深夜までディープなま
ちづくりの話題がつきません。
　最近の傾向として、新しい高層

マンション（東品川エリア）に関連
する事業者さんや、地元の旅行会
社、地域活性化に関心のある企業
などの新たな参加が多くなってい
ます。また、企業だけではなく、東海
七福神を題材にした歌手やロリ鉄
アイドルなど、これまでにないイン
パクトのある参加者も登場してい
ます。
　ボランティア活動から事業性の

ある企業活動まで、品川宿という共
通のキーワードで集まる人たちの
多様さが運営委員会のおもしろさ
です。
　運営委員会は、毎月最終火曜日

（原則）21時から品川宿交流館で
行われています。「どなたもウェル
カム！どんな提案もオーケーで
す！」みなさまのご参加をお待ちし
ております！

　沖縄の小さな集落での村祭りに
関わった時、舞台に上がる村人達
の芸の豊富さと見る側の楽しみ方
の上手さに感動しました。戦地で
覚えたハーモニカを披露するオ
ジー、涙するオバー。冷やかすニ
イニイ達、いさめるオットウ。会
場全体が笑いに包まれるコミュニ
ケーション。『あれは本家の孫よ
～』と老若男女の交流。
　「運河まつり」に同じ匂いを感じ
たのが始まりでした。さすが東
京。品川には素晴らしい芸達者が
沢山いらっしゃり、年々舞台が華
やぐ中で、最近はプロの方々にも
噂が伝わり「面白いね～」と協力し
てくれるようになりました。近所
の公園で、一流の芸に触れられる
幸せも感じつつ、これからも皆さ
んと共に品川らしい、品川ならで
はの「まつり」を大事にしてまいり
ます。

　私の住む北品川５丁目は品川宿
の風情がない再開発地区なのです
が、近所のしながわ宿場まつりに
なぜかこれまで参加していません
でした。ふらっと行けばいいだけ
なのに、もったいないことをして
いました。
　２日目は快晴に恵まれ、あちら
こちらで美味しそうな屋台が賑わ
う中、家族連れの旧友にばったり
会うという偶然もありました。お
祭りの楽しい引力ですね。
　旧東海道品川宿周辺まちづくり
協議会の後援で不要きものの無料
回収をしたところ、1日で150枚
以上も集まりました。今はこれら
をきもの好きな人に使ってもらっ
たり、品川区の地域振興に役立て
るべくアイデアを練っています。

お世話になった方々、ご寄付くだ
さった方々に、この場を借りて感
謝申し上げます。

　東海道53次（近年57次と言わ
れています）の日本橋を起点に1
番目の宿が品川宿。そこから11
番目の宿、三島宿（三島市）の「三
島宿場まつり」の応援に、旧東海
道品川宿周辺まちづくり協議会か
ら６名が品川宿交流館を朝７時に
出発しました。
　東名高速に入ると渋滞となりま
したが、何とか予定時間内に三島
に到着。朝11時より品川海苔を
販売する出店の準備、すでに会場
は人でいっぱいでした。この日は
雲が多く富士山は見えずで残念。
 「品川海苔いかがですか」と声を
あげて活動。常連さんも来てくれ
て何とか目標の売上達成し無事に
品川宿へ戻ってきました。

　11月5日（土）静岡市丸子宿で開
催されたシンポジウムに初参加し
ました。品川宿が引越ししたので
はないかと思う程多くの方が参加
されていました。
　講演はアレックス・カー氏、時
間が経過した建造物をどう今に
引っ張ってくるか、現代人の私達
が居心地よくなければいけないと
いう古民家再生のお話は、とても
興味深いものでした。
　シンポジウムでは各宿場の皆さ
んの現状報告と今後の展望につい
て語られました。堀江会長節炸裂
です。品川は人も多い、若者もい
る、祭り、寺社仏閣など、どれを
とっても都会でありながら奇跡的
に残っている。私は本当に素敵な
町に住んでいると思いました。楽

しく生活しようよと話された堀江
会長に大賛成！とても面白かった
です。
　交流会はとろろ汁で有名な丁子
屋さん。夜の丁子屋さんはタイム
スリップしたような外観で、味は
勿論美味しい。丸子宿の皆さんの
温かいお心遣いでますます楽しい
会となりました。素晴らしいおも
てなしで非常に心地よい時間を過
ごせたシンポジウムでした。

　今年は東海道シンポジウム丸子
大会が開かれた翌日とあって、品
川宿から参加するメンバーも限ら
れたなかで、高齢の男性４人で店
開きを致しました。天気は朝から
久しぶりの快晴。海岸の波の音が
聞えてきそうな松並木の道を進む
と、神社には大隅さんのノーベル
賞を祝う大旗が何本もが掲げられ
ています。そうだ大隅さんは大磯
に住んでいたなと思いだし、街の
人がどれだけ喜んで、盛りあがっ
ているのか、様子が窺えました。
　元々お客さんはリピーターが多
いことは感じていましたが、開店
早々、海苔三帖のお徳用パックに
買いが集中、何人もの女性が手に
メモ用紙を持って幾種類か分けて
購入され、お支払いは万円札でと
言う方が何人もいらっしゃる。そ
して開店２時間位でお徳用パック
から売り切れ始め、他の商品をお
勧めするが、お客のがっかりする
する姿に、改めて感謝。お聞きす
るとお友達から頼まれたので売切
れないうちに来られたとか。品川
海苔を購入するために大勢のお客
様が「大磯宿場祭り」に来られてい
ることに感謝、感激。また来年来
ますよと、残り荷の少なくなった
段ボールの片づけは、心が弾むよ
うな感じ。楽しかった。

　晴れて気温もそれ程寒くはな
く、まさに絶好のお祭り日和でし
た。大磯に到着後、早速荷卸しを

品川海苔を陳列し、開始時刻10
時より開店しました。参加者は揃
いの袢纏をまとい、客の呼び込み
を行いました。
　人通りも開始早々とても多く、
一時期は午前中にも、品物が売り
切れるのではないかと思うばかり
の賑わいで、２万円相当も海苔
を一度に購入される方もおられ、
びっくりしました。
　お祭りは、着物や袢纏等を装
い、いろんな衣装や江戸風の装い
にて行列や様々な販売で賑わいま
した。また、趣向を凝らした「お
いらん道中」が企画され、男性が
化粧をしたおいらん姿には、その
土地の方々の「大磯宿場祭り」を盛
り上げようとする意気込みを感じ
ました。このような祭りに楽しく
参加出来、品川宿や東海道五十七
次の発展に寄与出来ることを大変
ありがたく思っております。

　8月25日(木)26日(金)と東京サ
ラヤ インターンシップの一環と
して、品川宿周辺のまち歩きを実
施。
■実施内容として
25日：佐山先生、長谷山様によ
る品川宿周辺の歴史やまちづくり
の紹介とまち歩きを実施。
26日は、学生達が感じた品川宿
の魅力と、まちづくりへの意見や
提案を発表。
■街歩きをしての感想（参加学生
コメント一部）
・１時間ほど歩きましたが今まで
に経験がないほどたくさんの神社
や寺がありと歴史を感じる街でし
た。旧東海道の石畳のある商店街
はまた良い雰囲気でただ歩くだけ
でもホッとした感覚が心地よかっ
たです。
・まち歩きをご案内頂いた際は、
とても楽しい時間を過ごさせて頂
き、伝統を引き継ぎ、守る品川宿
の方々の想いや温かさを感じるこ
とが出来ました。ぜひまた遊びに
行きたいです。　

ま

まちづくり協議会

2016年 交流イベントをふりかえって
　〜主催・参加者からの声〜

《品川宿交流館》

《まちの広報部》

《運営委員会》

◆しながわ運河まつり
　（2016年4月9・10日）

なぎさの会　佐藤昭彦

◆大磯宿場まつりに参加
　（2016年11月6日）

新実正義

◆第29回 東海道シンポ
　ジウム丸子宿大会
　（2016年11月5日）

井口勢津子

◆しながわ宿場まつり
　（2016年9月24・25日）

岸田洋明

◆三島宿場まつり活動報告
　（201 ６年11月3日）

東京サラヤ　小野文義

◆東京サラヤ インターン
　シップ「旧東海道品川宿
　周辺まち歩き活動」報告

◆竹中茂雄

◆「大磯宿場祭り」に参加して
　（2016年11月6日）

乗松 隆

◆和田富士子

◆和田富士子

多くの宿場の方々が集まり盛会となった第29回「東海道シ
ンポジウム丸子宿大会」
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　2020年の東京オリンピックに
向け、訪日外国人旅客数が2000
万人を突破する中、宿場町にも大
きな変化が押しよせています。外
国人観光案内所「問屋場」を2016
年4月にOPENして以降、お客様
の動向や近隣の住民からのお困り
ごとに「宿泊所」のあり方に対する
声を聞きます。
　宿場JAPANとしては、国家戦
略特区区域委員として、旅館業法
改正や特区法に提言を行う一方、
今も訪れる外国人の中には、違法
とは知らず、予約を行い深夜に
誤って他の家を訪ねてドアチャイ
ムを鳴らす、またはたどり着けず

途方に暮れている現状毎日のよう
に見受けます。
　街道に増える投資向けマンショ
ンが増える中、居住をしないオー
ナーが違法と知りながらで宿とし
て運用していくことが予想されま
す。そこで地域交流や地域マナー
を発信する質の高い観光案内所の
整備や、違法業者の取締が急務と
なっています。
　「エリア民泊」のモデルを全国に
先駆け質の高い交流を促し、宿場
町らしい宿泊管理を計画していま
すので「多文化の共生する宿場づ
くり」へのより一層のご協力をお
願い致します。

　旧東海道を歩く、走る、自転車
でいく。目黒川を泳ぐ、Eボート
で水辺を楽しみ自然に学ぶ。学校
のグラウンドで、ボールを蹴って
汗を流す。老若男女が、スポーツ
を楽しみ、品川宿交流館（クラブ
ハウス）に集い、語り合い、銭湯
で疲れた体を癒す。商店街のパブ

（居酒屋）で盛り上がり、仲間の輪
が広がる。
 「まちは、ひとつのスポーツクラ

ブ!!」2020年、東京オリンピック・
パラリンピックをきっかけに、「お
らがまちのスポーツクラブ」を育
て、品川宿ならではの「ゆたかな
スポーツライフ」を提案していき
ます！新年からは、スポーツを楽
しむ機会をつくると同時に、地域
スポーツ団体と連携し、スポーツ
タウンの未来（ビジョン）づくりに
取り組みます。

　2016年6月　NPO法人東海道
品川宿は、代表理事に大竹幸義氏
が就任し新たなスタートを切りま
した。就任早々ではありましたが、
水辺の賑わい創出事業として、8
月5日（土）「京浜運河エレクトリ
カルボートパレード2016」を京
浜運河勝島橋周辺にて開催しまし
た。
　この地域の特徴的な環境資源で
ある水辺（河川や運河）を活用し、
まちの賑わいや観光の魅力を創出
するため、また2020東京オリン
ピックを見据え、競技場等の京浜

運河について周知する活動とし
て、先ずは近隣に住むみなさんに
水辺の楽しさを味わってもらいた
いと企画しました。
　予想を超え来場者も多くにぎわ
いました。近隣のみなさんにも楽
しんでいただけたと思います。
準備期間も短い中でしたが、多く
の方々にご支援とご協力を頂き、
おかげ様で事故もなく無事に終え
る事が出来ました。
　来年以降も継続して開催し、地
域振興につながる水辺のイベント
になることを願っています。

　10月29日（土）・30日（日）に品
川区・（一社）しながわ観光協会
との共催で品川区制70周年記念　
しながわ観光フェアが大井町駅前
中央通りにて開催されました。
　おかげさまで2日間とも品川宿
エリアをはじめ各エリア、各種
団体、企業、大使館等40ブース
以上にご出展いただき、2日間　
36,000人の来場者で大変賑わい
ました。ステージでは「しながわ
観光パネルディスカッション」を
はじめ子ども向けのショーから品
川音頭リミックスバージョンのダ
ンス、音楽、能楽まで幅広い演目
が繰り広げられました。
　また、実験事業として天王洲イ
ベントとつなぐシャトルバスの運
行、シェアバイクの貸し出しも行
われ多くの皆様にご利用いただき

ました。
　今後、2020年のオリンピック・
パラリンピックに向けて、東京や
品川は観光で盛り上がっていくと
思いますが、それに浮かれること
なく、アフター五輪の来日旅行者
数の落ち込み予想まで見据えた上
で、この機運に乗って品川ででき
る日本や品川の体験メニューの掘
り起こしや宿泊施設との連携シス
テム構築等、イベントだけでなく
様々な切り口で観光を考えていき
たいと考えております。
　今回、旧東海道品川宿周辺まち
づくり協議会の皆様をはじめ、ご
出展いただいた団体・企業の皆
様、お手伝いにおいでいただいた
皆様、品川区の皆様に対し心から
御礼申し上げます。

　11月5、6日、第29回目となる
「宿駅会議シンポジウム丸子宿大
会」が開催されました。「静岡を
知り、東海道に対してわずかな
HOPEが生まれました」という言
葉から始まったアレックス・カー
氏の講演。そして品川・宮・丸子

宿からそれぞれの代表者が熱い思
いを伝え、宿場ごとの取り組みを
発表・共有しました。さらに品川・
丸子からは、子供への支援活動を
行うメンバーも参加。観光面だけ
ではなく、宿場に暮らす住民とし
てのネットワークも広がり始めま

した。
　地域を超えた広がりは、丁子屋
を会場とした交流会でも！静岡近
郊の宿場で活躍する若手世代も加
わり、地域はもちろん、世代をも
超えた交流会となりました。
　「東海道は生きている！」

　かつてつながっていた宿場は、
こうした人と人とのつながりに
よって、再び活気を取り戻してい
くはずです。そんな可能性を、大
きなワクワクと共に感じる2日間
でした。

　天王洲キャナルフェスは、周辺
地域の区民や事業者の皆さまのご
理解ご協力のもと、品川・天王洲
の観光振興を推進するイベントで
す。天王洲運河の両岸を会場とし、
運河の魅力を体験する「ミニクルー
ズや渡し舟」、運河沿いのビル壁面
に映像投影する「水辺の映画祭」や
様々な出店が並ぶ「フードコート＆
ミニマルシェ」を中心に、生ライブ

や写真展を行うなど、子どもから大
人までが皆で水辺のひとときを楽し
むプログラムを実施しています。
　また、2016年7月の夏フェスで
は、港区「東京海洋大学・海の日記
念行事」及び「港南チャリティスポー
ツフェスタ」と連携。同10月の秋フェ
スでは「しながわ観光フェア」と連携
し、周辺地域の賑わいづくりに取り
組みました。

　2020年から現在までの15年
間にわたり、地元中学生のサッ
カーの活動を応援する「FC品川
サッカースクール」（毎週土曜日、
鈴ヶ森中学校）が続いています。
2016年4月、新たなチャレンジ
として、「サッカー」プラス「フッ
トサル」をプレイできるクラブ「東
海道品川宿FC」（代表：堀江新三）
を設立しました。品川学園や東海
中、八潮学園や荏原一中など、地
元の「しながわっこ」たちととも
に、練習や試合に励んでいます。
 普段は、学校のサッカー部や陸
上部、中には吹奏楽部に所属して
いる選手もいます。東京都のリー
グ戦（2016シーズン）では、墨田
区や江戸川区など、他地域のチー
ムと戦い、2勝1分9敗の戦績でし
た。初めてのフットサルリーグ参
加で、苦しい試合の連続でしたが、

最後まで戦う気持ちを持ってプレ
イすることができ、リーグ戦を通
じて、成長がみられました。社会
人TOPチームは、東京都４部リー
グ（エントリーリーグ）で優勝を飾
り、３部入れ替え戦に向けて活動
をしています。 
　社会人TOPチームの目標は、
全国リーグです！（メンバーは、
卒業生やその仲間たちです。）
　東海道品川宿FCは、まちづく
り協議会の長い歴史と、FC品川

（中学生支援サッカー事業）の１５
年の歴史の中で、育まれたスポー
ツコミュニティです。「このま
ちに東海道品川宿FCがあって良
かった！」と、応援していただけ
るクラブを目指して、今年も「ス
ポーツを通じたまちづくり」に取
り組んでいきたいと思います！

《東海道品川宿スポーツタウンプロジェクト》

《京浜運河エレクトリカルボートパレード》

《品川区制70周年記念　しながわ観光フェア》

《第29回目「宿駅会議シンポジウム丸子宿大会」》

《天王洲キャナルフェス》

《東海道品川宿FC（サッカー・フットサルクラブ）》

◆竹中茂雄

◆なぎさの会　大澤淳

◆一般社団法人しながわ観光協会　大越章光 ◆丁子屋14代目

◆一般社団法人 天王洲・キャナルサイド活性化協会

◆竹中茂雄

民泊の動きとしながわの状況

イベント編

スポーツ編

◆宿場JAPAN 渡邊崇志

品川宿見聞録
2016 年 part.1

問屋場

しながわ観光フェア

天王洲キャナルフェス

パトロールマラソン（参加自由）

第29回目「宿駅会議シンポジウム丸子宿大会」

京浜運河エレクトリカルボートパレード

東海道品川宿FC（サッカー・フットサルクラブ）
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　六行会は品川宿でも旧目黒川を
境にした「南品川宿」と呼ばれた地
域で幕末の頃基礎が芽生えまし
た。ただ、賑わっていた宿場を維
持する費用負担や宿役人の仕事は
地主達が行っていた為、自分達の
家業に専念出来ず、凶年や不慮の
災害が発生すると経済的に困窮す
る事もありました。その影響で宿
場運営に支障が出ない様、「宿相
続」という名で助け合い資金の積
み立てを始めたのが六行会の始ま
りです。
　その後、大正12年には現在の
区立品川図書館の前身でもある図
書室「荏川文庫」を備えた地域の集
会所「荏川町倶楽部」を設立し、名
称を「六行会」と命名しました。平
成6年には150周年を機に「六行

会ホール」と「荏川倶楽部」を新設
致しました。近年は、一般財団法
人六行会として、品川区内近隣の
幼・小・中学校に各種助成事業を
中心に活動しております。地域の
皆様方との触れ合いの場として
六行会ホールで「品川宿六行会寄
席」、こども達には「チルドレンズ
フェスティバル」や「コメディーク
ラウンサーカス」の開催。「しなが
わ運河まつり」にも模擬店を出店
したり、旧東海道で行われている

「宿場まつり」や、こども達の「ふ
る里かるた大会」、「東海道駅伝」
への協賛を通じて今後も品川宿と
のかかわりを続けて行きたいと考
えております。

　9月3日土曜日、4回目となる市
民科授業まち歩きを行いました。
今回のまち歩きは城南第二小学校
と台場小学校が同日開催。二校合

わせて約150人の子供達が旧目黒
川や昔の海岸線を古い写真と現在
を見比べながら、歩きました。当
日は猛暑の中、まちづくり協議会

のメンバーと各校保護者が合同で
運営。保護者からは「私達も勉強
になった」という声も聞かれまし
た。初の同日開催という事もあっ

て、予定の時間をかなりオーバー
してしまうなど、幾つかの問題も
ありましたが、概ね良い評価を頂
いていたように思えます。

　孫の保育園のお母さんに「この
商店街で子供のハロウィンってで
きないかしら」という相談から、 
いつの間に動いてしまっていた。
というのがこのキッズハロウィン
パレードの始まりです。
　旧東海道沿いにある商店街は、
江戸時代から変わらない人情あふ

れる温かな笑顔が溢れてて、その
商店街の人たちや有志が「やるな
ら手抜きはダメ！」という提案に

「やりましょう！」と集まってくれ
ました。
　「子供達が笑って、スタッフも
笑える、街の楽しみの一つになれ
ば」と、第2回品川キッズハロウィ

ンパレードを開催しました.
　今回は約350人以上の人出があ
り活気のあるものになり大成功し
ました。 ただ一つ車両通行止め
ができなかった事が一番の大変
だったことです。ボランティアス
タッフが40人も集まってくれた
おかげで、事故無く無事終了でき

ましたが。 ぜひ来年は通行止め
ができるよう、助けていただけた
らなと思います。
　また第3回へと希望をふくらま
せ活動できたらと思っています。

　品川宿ではNPO法人ふれあい
の家ーおばちゃんちと品川礎会が
共催して、年に2回子どもたちの
忍者修業の旅を行っています。子
どもたちが忍者に扮して、町の中
に潜む忍者を探しだし修業を積む
というイベントです。
　このことで子どもはまちの面白
さに出会い、まちって素敵だなと

感じてほしい。また大人は修業を
求め歩き回ることのできる子ども
にやさしい町っていいなと感じて
もらいたい。そんな思いで取り組
んできました。
　おかげさまでたくさんの方々か
ら応援をいただいています。まち
のお店やそこかしこに貼られる

「忍者に注意」のポスターは、子ど

もたちにもまちからの応援を感じ
させるものになっています。
　さて、この忍者修業の旅をさら
に発展させるため、より町の人々
の生活に近い修業の場を探してい
ます。店先や家の玄関口で修業を
させていただける方はいません
か。子ども忍者を待っているので
はなく、普通に生活していて、た

またま忍者が訪ねてきて合言葉を
言ったら修業を授けるというやり
方です。そう普段は人々に紛れ生
活しているが、本当は忍者の師匠。
子どもたちを生活しながら見守っ
ていてくれている忍者なのです。
(^o^)そんな思いを持っている方、
ぜひご連絡ください。

　今年3回目の「緋毛氈ロード」を、
11月13日おばちゃんちの「忍者修
業の旅」と同日に開催しました。初
回の華々しさ、手作りウォ―ター
スライダーと防災イベントとコラ
ボした2回目に比べると、今回は少

し静か目にイベント色を薄めて「普
段の商店街が今日は子どもと遊ん
で過ごしやすくなっている！」くら
いの雰囲気となりました。チョー
クでお絵描き、昔あそび、縁台囲
碁、芝生の上で絵本を読みのんび

りと、思い思いに過ごしました。
　来年へ向けて、この事業を品川
宿で継続して行っていく担い手の
輪を広げたいと思います。年代問
わず、子連れもOK！大人自ら遊
びながら運営に関わりたいという

方を大募集しています。そして、
品川区内外のモデルともなり、こ
のような道あそびが徐々に都内全
域に広がっていくことを願ってい
ます。

　ご近所さんでおっきな家族、を
目標に掲げて2015年11月より月
一で始めた「わいわいばんごはん」。
おかげさまで、1周年を迎えるこ
とが出来ました。この間、ご支援
いただきました品川区社会福祉協
議会、旧東海道品川宿周辺まちづ

くり協議会、ふれあいの家−おば
ちゃんち、ならびに参加して下さっ
たみなさまに感謝いたします。
　この1年間の参加者内訳は、子
どもだけで来た人65人、大人だ
けで来た人120人（サポーター込
み）、親子96組（親104人子ども

143人）、合計432人でした。
　「こども食堂」的な活動は増えて
きましたが、「わいわいばんごは
ん」は、みんなが暮らしやすいま
ち、子どもが自分の住んでいると
ころを大好きだと思えるまち、そ
のためのつながりづくりのお手伝

いが出来ればと考えています。2
年目も、大人子どもを問わず、ま
ちでともに生きる仲間の居場所と
なる様に活動を続けていきますの
で、一層のご理解とご協力をお願
い申しあげます。

 寺子屋塾は、６回目の年明けを
迎えることが出来ました。挨拶の
出来る子供を！！の思いで引き続
き、町の塾として邁進してまいり
ます。
 また、よさこい団体の人祭会は、
20年目を迎えました。以前より
品川区内の学校からの依頼で運動

会用の演舞の指導をしてまいりま
した。本年度は、浜川小学校・鈴
が森小学校・浅間台小学校・城南
小学校の指導をいたしました。子
供たちが目的意識を持って、集団
でやり遂げる喜びを感じられるこ
とを目標に指導いたしました。こ
れからも、青少年育成に力を注ぎ

ながらよさこいの活動をしてまい
ります。
 就労継続支援A型事業所の「すま
いる・さぽーと品川」は、利用者
が11月現在でほぼ定員となり、
利用者が一般社会に馴染めるよう
訓練しております。
　本年度は、運河まつりを始めと

する地域活動のお手伝いを様々さ
せていただきました。
また、深川よさこいでは、運営全
般を任せていただくところまで、
出来る様になりました。
より一層地元の皆様の暖かいご支
援をお願い致します。

　平成27年8月の品川新駅開設に
伴う品川駅〜田町駅間の再開発の
都市計画決定され、品川駅北周辺
地区土地区画整理事業は始まりま
した（神輿だこ平成28年4月版に
て報告済み）。品川駅周辺の都市
計画で残された京急品川駅周辺の
都市計画は28年度中には決定が
想定され、29年度区画整理事業
が開始される見通しです。それに
合わせ京急本線の八つ山踏切解消
のための品川〜北品川間連続立体
交差事業がずれ込んで、今年度末

（平成29年2〜3月）に発表する動
きになってきました。
　品川駅南地区の街づくりはいよ
いよ正念場を迎える新年になって
きたと言えましょう。
　このような状況の中、品川浦周
辺地区再開発検討区域のうち北街

区（八つ山町会地区）が昨年、都営
住宅の再開発の見通しがつかない
ことから活動を止めておりまし
た。しかし東京都が品川区との協
議の窓口を作り、地域の動向を受
け入れる姿勢に変わってきたこと
から、北街区においても今後、協
議会の設立に向けた活動を開始す
ることになりました。
　このような品川駅周辺の再開発
が進むにつれ、ここに接する北・
南品川地区内のマンション建設が
活発になって、良き品川宿の風情
が失われ、そして景観が激変する
ようになってきています。その一
つが、旧東海道に並行する旧水辺
の石垣の破壊です。重要な景観遺
産がまさに失われつつあり、早急
な対策が望まれます。

　私達は平成5年以来、東海道筋
の公園や建物の前面のスペースに
東海道五十七次の各宿場から頂い
た松を植樹することで｢街道松を
つなげる｣活動をしています。現
在12宿16本、散歩の途中にでも
探してみてください。
　街道松には由来を書いた高札を
立てて来ましたが、去年からこの
高札の制作も地方の林業者との交

流、さらに地元の子供たちにつな
げるべく、ハレルヤ工房の玉井さ
んを通じて四万十のヒノキを使
い、由緒書きは井上さん（しなが
わっこプロジェクト長）から城南
中学の生徒達にお願いすることに
しました。完成した5本の高札は
ご覧の通り、どれも達筆で個性的、
感動的な出来栄えでした。

《しながわっ子プロジェクト》

《第2回品川キッズハロウィンパレード》

《子どもたちに修業の場を》

《とうきょうご近所道あそび「緋毛氈ロード」》

《品川宿わいわいばんごはん》

《寺子屋塾・人祭会・すまいるさぽーと》

《品川宿をとりまく景色 ～品川駅南地区の街づくり～》

《街道松》

◆井上明裕

◆パリスマドンナ

◆ふれあいの家-おばちゃんち　宮里和則

◆ふれあいの家-おばちゃんち　幾島博子

◆小手先工房　倉田雪絵

◆平石正弘

◆新実正義

◆長谷山 純

まちの景観

六行会×品川宿

しながわっこ

◆一般財団法人六行会 中村健一郎

品川宿見聞録
2016 年 part.2

しながわっ子プロジェクト

「荏川町倶楽部」

清掃活動（すまいる・さぽーと）

品川宿わいわい晩ごはん

子どもたちに修業の場を

第2回品川キッズハロウィンパレード

街道松

資料4 都市計画（素案）品川駅周辺地区 p3

とうきょうご近所道あそび「緋毛氈ロード」
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ここ数年で品川宿には暮らし、文化・歴史、芸術、旅などをテーマにした拠点が増えてきました。
そういった拠点を活かした品川宿の学び舎「品川宿アカデミア」（仮）づくりを現在妄想中！

　新馬場駅近くに、小さな子ども
とママのための憩いの場「品川宿 
いどばた」を今年月にオープン。
小さな民家の扉をガラガラと開け
ると、中ではママと子供達の笑顔
が溢れていいます。 
　品川は区外から引っ越してくる
家族も多いです。知らない場所で
子育てをすると、必要な情報、知
りたい情報を得るのも難しい。は
じめての子育てで不安を抱えてい
る方もいる。子育てをする人の架
け橋になりたいと思い活動を続け

ています。
　品川宿いどばたでは、0歳から
参加できる講座「ファーストサイ
ン」「オムツなし育児」やママ向け
の美と健康講座「甘酒作り」「お灸
体験」などの様々な講座を開いて
います。
　週２日(木)(金)は親子でゆっく
りご飯が食べられる「いどばた食
堂」も開店。ここで偶然出会った
ママ同士が交流をもち、仲良く
なっている姿を見るのがとても嬉
しいです。

　品川宿に関心のある街歩きの人
が本当に増えてきます。しかし品
川宿からの情報発信の内容は一向
に進化していません。一方品川宿
は学者、地域史研究者にとって関
心の有るテーマになっています。
このような状況からもっと宿場文

化の深層を探りたいと「品川宿史
談会」が発足します。会の代表・
旧東海道品川宿まちづくり協議会　
新実正義、顧問・品川郷土の会会
長　坂本道夫氏。
　実施内容は（１）地域史研究会・
会員による講演（２）学術研究者に

よる講演（３）地域の人達による先
祖史・郷土史の講演（３）講演に合
わせた企画展（４）以上の記録の保
存と公開、講演録の公刊
　実施案内は、追ってパンフレッ
ト、ポスター、各種広報媒体で行
い。事前予約制とします。

　2016年も多くの方と、様々な
地域とコラボレーションをし、展
示やイベントを実施してきまし
た。長野県飯田市、スペインバ
スク料理展、セルビア バルカン

ミュージック展、琉球泡盛展・・・。
　2017 年はスイスジュネーブ
展、ブラジル展、など国内外問わ
ず精力的に各地と繋がる予定でい
ます。また、絵本の読み聞かせの

実施や、各国のお客さんが１日店
長をするワールドcafeなども実
施予定です。お楽しみに。

～くらし・しごと・しあわせのクリエイティブ空間～

　会員制のイベントのできるコ
ワーキングスペースとして、オー
プンし2度目の冬を迎えました。会
員は16名（卒業生含）、イベント開
催は150を超え、定期的な金継・い
けばな・盆栽・透明水彩画・お茶会・
料理・メイク・石鹸づくり・スリバチ
学会などの講座も行っています。

【講座詳細】
●金継：本漆を使った伝統技法で

の修復を学べます
●いけばな：草月流師範によるカ

ジュアル且つ本格華道

●盆栽：植木職人が庭づくりの視
点で盆栽づくりを伝授

●透明水彩画：ご自分の好きな風
景を描くデモンストレーション
付き

●お茶会：キモノ時間ソレカラと
コラボ。遠州流準師範による茶
道の心を楽しむ

●スリバチ学会：まちの地形と歴
史を読み込む座学

外国語、クラフト系など新しい講
座会員募集中です。

　街道文庫では、現在「グラフし
ながわ」をテキストとして、『語る
会』とその中の『イラスト道中記を
歩く』を連続開催しています。「グ
ラフしながわ」は、1988年10月か
ら2007年3月まで14年間で全28
巻が発行されました。各号の半分
は、“むかしむかし”“祭り”“銭湯”“散
歩”“学校”などの特集記事で、品川
の歴史と現在を多岐にわたるテー
マを様々な切り口で紹介してくれ
ます。連載で、品川人物史(星一
や江見水蔭など)、当時活躍中の
芸術家(安田祥子さんや鳥山玲さ
んなど)や各種団体(品川郷土の会
や㈶六行会など)を紹介していま
す。「グラフしながわ」は、品川の
ことなら何でもわかる「品川全書」
とも言える内容で、品川に生まれ
育った方にも、品川に転入してき
た方にも是非知ってもらいたいも
のです。年内に15巻まで終了し、
2017年も継続実施します。
　「品川宿のあれこれ」として、品
川宿に関する謎やより深く知りた
いテーマで雑話会も行っていま
す。その一環として「江戸名所図

会の品川駅には釜屋が描かれてい
る」、「(大)東海寺透視絵図」も作成
しました。2017年は、明治・大正・
昭和初期に品川を通った画家や漫
画家の道中記の紹介と様々な古地
図から江戸と品川の歴史を遊び感
覚で掘り下げるワークショップの
実施を予定しています。
　「品川の古道を歩く会」として、
品川道探索の歩き旅で品川・府中
間を往復で歩きました。2017年
は品川の古道歩きを継続して、品
川の古道ウォーキングマップを作
製することを目指しています。
　「江戸東京からの街道歩き」シ
リーズでは、地図を作成して歩く
講座として成田街道や水戸街道も
歩きました。2017年は、品川か
らの大山詣でや成田詣でを再現し
て、参詣路のウォーキングマップ
作りを考えています。
　「街道を歩いて千年桜・一本桜
を観る会」では、青梅街道・塩山付
近のしだれ桜と身延道のしだれ桜
を見学しました。2017年も桜開花
情報を参考に行き先を考えます。

　品川宿に暮らして三年、旧東海
道を着物で歩くと、周りの人が笑
顔で声をかけてくれます。宿場町
の情緒が残る通りには、着物姿が
スッと馴染みます。着物には一枚
ずつ物語があります。箪笥の中で
眠っている、おばあちゃんやお母
さんの思い。品川宿を舞台に日の

目を浴びてほしい。通りを着物
姿の人でいっぱいにしたい−−着
物を気軽に着られる場をつくろう
と、春に「キモノ時間 ソレカラ」
を開きました。
　着付けや立振舞いのレッスン、
着物レンタル、着物相談も行って
います。レンタル用の着物は、周

りからの寄付がほとんど。着物を
大切にする町の方々の気持ちが集
まりました。その他、半襟付けや
髪結い講座、着物と品川宿に関わ
る様々なイベントを企画していま
す。着物に包まれるやさしい時間
を、あなたやあなたの大切な人に。
気軽に遊びに来てくださいね。

　北馬場参道通り商店街では、約
30年間締まっていた「居酒屋松
本」を借り受け、今年度のチャレ
ンジマート事業助成で「レンタル
スペース松本」として9月1日に
オープンしました。
　様々な商店街でのレンタルス

ペースの試みをみていて、成功事
例が少なく、手探り状態の中での
立ち上げでしたが、建物のもつ力、
魅力による反響に驚いています。
　山形の八百屋さん、朝、昼ご飯
の販売、ヨガ教室などのレギュ
ラー利用の他、会議、セミナー、

などにも使われています。年末年
始が近づき宴会の開催も増えてき
ました。宴会時の持ち込みは自由
ですが、商店街のお店と連携し、
利用者の希望に合わせたオードブ
ル、お酒も用意しています。皆さ
んも是非お気軽にご活用下さい。

　色々な行動や感動や多様な使い
方ができるスペースを、常々欲し
いと思っていてGreen Byを北品
川に作らせていただきました。 
なんだかモヤモヤしてアクション
を起こしたいけれど、やり方もよ
くわからない、しかもそのモヤモ
ヤは効果があるのかもわからな
い、なんて話をよく聞きます。な
ので、GreenByはその実験場の
役目も担います。みんなで悩んで
何か物を作ってみても良いです
し、 みんなで何か人が集まるコン

テンツを考えてみる、楽しげなイ
ベントをやってみる、なんてこと
ができるプラットホームを目指し
ています。
　平常運転は変わった緑を提案す
るGreen Byで、アートの展覧会
期中は Art Byになり、家具展の
時はFurniture By、他にもArch 
ByやFood By なんかにも変わり
ます。
　Kitashinagawa Byで何か発信
できればとても嬉しいです。

　ウマハナは、新馬場駅南口にて、
「ひと・まち・歴史・地球」をつな
げる和の花壇づくりを行っていま
す。日本の在来種や和風の色彩を
意識して花壇をつくることで、東
海道品川宿の歴史や文化を感じて
もらうことが目標です。
　今年は、百人百花募金にご協力
いただいたおかげで、ナデシコや
フウチソウなどで、駅前を彩るこ
とができました。

　秋には、パルシステム東京さま
からご支援いただき、ぼろぼろ
だった花壇のペンキ塗り替えが実
現。大人から子供までが参加し、
見違えるように綺麗になりまし
た！馬や桜、銀杏、柳の絵も加わ
り、見て楽しい花壇になりつつあ
ります。
　毎週土曜10時から。マイペー
スでやってます。ぜひお気軽に遊
びにきてくださいね。

《品川宿いどばた》

《「品川宿史談会」が来春始まる》

《KAIDO books&coff ee》

《文化創造中心・うなぎのねどこ》

《「街道文庫・街道歩き相談承り処」この1年とこれから》

《品川宿を着物姿の人でいっぱいに ～キモノ時間 ソレカラ～》

《レンタルスペース松本 OPEN》

《Green By》

《ウマハナ-和の花壇づくりやってます♪》

◆街道文庫　田中義巳

◆間十間計画工房　田村賢治

◆尾形良樹+SALT

◆餅田佑子

◆ママかつ代表　杉山ゆみえ

品川宿の新しい風「品川宿アカデミア（仮称）」構想の夜明け

◆佐藤亮太

◆新実正義

品川宿
みらい見聞録

「品川宿史談会」来春公演企画（仮）
アウトローの幕末維新ーお台場を作ったアウトロー達
講演：国立歴史民族博物館名誉教授　高橋 敏
絵：近世水滸伝 競力富五郎 四代目中村芝翫
　（文久元年・1861年）

うなぎのねどこ

Green By
Photo by YASAKSA Mariko

〜キモノ時間 ソレカラ〜
Photo by makoto tochikubo 品川宿いどばた

街道文庫主催の勉強会

レンタルスペース松本 OPEN
Photo by 藤 敦之

ウマハナ

KAIDO books&coff ee
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